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H本には、迷チョウのように一時的に出現

する種を除き、約240種のチョウ類が分布し

ている。とは言っても、大阪のような大都市

の住宅地や公園などで見られるチョウは限ら

れている。チョウやガの研究者・愛好家の集

まりである日本鱗翅学会の全国の会員にアン

ケートを実施したところ、住宅地の庭で見ら

れるチョウは 3-58種だった（石井， 2003)。

そのうちアゲハ、モンシロチョウ、ヤマトシ

ジミ、クロアゲハ、キタキチョウ（＝キチョ

ウ）、イチモンジセセリの 6種は回答が寄せ

られた庭の 8割以上から記録され、日本の住

宅地を代表するチョウ類と言えることがわか

った（表 1)。これらのチョウは、庭木や路

傍の野草を食樹や食草として 1年に数世代発

生し、移動能力が高いなど、市街地でも生活

できる特徴を備えている。

しかし、東京や大阪の都心でも、以前はも

っと多くのチョウ類が生息していた。例えば、

大阪市内では1900年代の初めには60種以上の

チョウ類が生息していたというが、現在確実

に見られるのはせいぜい30種である（表2)。

都市域におけるチョウ類の衰退は、言うまで

もなく市街地の拡大による生息場所の破壊や

減少によるものである。そして、都市化によ

り姿を消すチョウの性格として定住性、 1化

性（年に 1回だけ発生）、自然植物食性、森林

性などがあげられている（図 1)。例えば、上

記の 6種のチョウは、いずれも多化性（年に

数回発生）であり、市街地でも見られる野草

や庭木などを寄主植物としている（表1参照）。

都市化とともにチョウ類が減少するのは当

然のこととも言えるが、では郊外に行けばま

だ多くのチョウ類が見られるのかと言えば、

そうではない。実は、日本のチョウ類の生物

多様性保全の観点から、もっと深刻なのは里

山の種の衰退なのである。

表 1. 日本鱗翅学会が1997~2002年に行った庭のモニタリング調査において北海道から鹿児島まで107
ヶ所の庭から記録された上位iO種のチョウ類とその生活史形質。石井 (2003)に基づき作成。

順位 種名 科名 確認庭数（％） 化性 幼虫の寄主植物 成虫の食性

アゲハ アゲハチョウ科 105 (981) 多化性 ミカン科各種 花蜜

2 モンシロチョウ シロチョウ科 100 (93 5) 多化性 アプラナ科各種 花蜜

3 ヤマトシジミ シジミチョウ科 95 (88 8) 多化性 カタバミ（カタバミ科） 花蜜

4 クロアゲハ アゲハチョウ科 87 (81 3) 多化性 ミカン科各種 花蜜

5 キタキチョウ シロチョウ科 86 (80 4) 多化性 マメ科各種 花蜜

6 イチモンジセセリ セセリチョウ科 88 (82 2) 多化性 イネ科各種 花蜜

7 アオスジアゲハ アゲハチョウ科 81 (75 7) 多化性 クスノキ科各種 花蜜

8 ルリシジミ シジミチョウ科 76 (71 O) 多化性 マメ科などの花や醤 花蜜

， アカタテハ タテハチョウ科 73 (68 2) 多化性 イラクサ科各種 花蜜・樹液など

10 キタテハ タテハチョウ科 71 (66 4) 多化性 カナムグラ（クワ科） 花蜜・樹液など
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図1.大阪府北部の里山林（三草山）と都市部の大規模公園（大泉緑地）で見られるチョウの属
性別の割合。上の図は種数、下の図は個体数からみた割合を示す。石井ら (1991、1995)
のチョウ類群纂のトランセクト調査の結果より

表 2.主な文献に記録されている大阪都心のチョウ類の種数。

調査地域 行政区分 調査時期 記録種数

大阪城周辺 大阪市 1969-1970年

長居公園 大阪市 1972年

大阪都心 大阪市 1972-1974年

鶴見緑地 大阪市 1986-1987年

大阪城公園 大阪市 1988年

服部緑地 豊中市 1988年

大泉緑地 松原市・堺市 1988年

大仙公園 堺市 1988年

エルシティ南港 大阪市 1995年

旭ヶ丘団地 豊中市 1989-1999年

服部霊園 豊中市 1989-1999年

服部緑地 豊中市 1998~1999年

里山の崩壊とチョウ類の衰退

典刑的な日本の農村の景観は、水田を主体

とする農耕地と背後の里山林、採草地、集落

などから構成されていた。この農村の景観全

体をここでは広い意味での里山と呼ぶことに

28種

18種

27種

25種

14種

32種

22種

21種

20種

26種

21種

29種
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備 考 文 献

大阪城を中心に城北～上本町 一井 (1972)

日浦 (1973)

大阪城、靭公園、長居公園周辺 宮武 (1976)

今井・夏原 (1988)

石井ほか (1991)

石井ほか (1991)

石井ほか (1991)

石井ほか (1991)

今井ほか (1996)

青柳•吉尾 (2002)

青柳・吉尾 (2002)

青柳• 吉尾 (2002)

したい（里地と呼ぶこともある）。そのうち

里山林は薪や炭などの燃料や堆肥などを得る

ために必須の存在であったが、石油やプロパ

ンガスなどの化石燃料や化学肥料の普及でそ

の価値が低下し、放棄されるようになった。



農耕用の牛馬を養い、茅葺屋根の材料を得る

ための採草地や茅場もいまや不要になった。

大型機械の導入のために水田や水路、ため池

などの大規模な整備も進められている。この

ようにして、里山の自然はこの半憔紀ほどの

間に大きく変容し、かつてはそこで普通に見

られた里山性チョウ類の生息が困難になって

きた。

コナラやクヌギなどの落業樹を高木層の主

体とする関東や関西の里山林は、カブトムシ

やクワガタムシ類などをはじめ、チョウ類で

はミドリシジミ類や国蝶オオムラサキなどの

生息場所であった。しかし、前述の「燃料革

命」や「肥料革命」以降、経済的価値の低下

した里山林は開発の対象になったり、スギや

ヒノキの植林地に転用されたりすることで、

これらの昆虫の減少が顕著になってきた。

里山林は、もし残されたとしても、管理が

行き届かなくなるとチョウ類の衰退につなが

る。例えば、ギフチョウ（写真 1)は本州の山

間部の里山に少なくなかった。しかし、里山

林が放置されることで林床のネザサや低木が

伸長し、高木がうっそうと茂るなどして、幼

虫の食草であるカンアオイ類や成虫の蜜源と

なるスミレ類やカタクリなどの森林草本が衰

退、このチョウは多くの地域で姿を消しつつ

ある。大阪でもギフチョウの産地は減少し、現

在でも確実に見られるのは北摂地域と大和葛

城山の周辺のみとなった。また、林床のスミ

レ類の衰退は、それらを食草とするウラギン

ヒョウモンやウラギンスジヒョウモンなどの

ヒョウモンチョウ類を各地で減少させている。

里山の草原性チョウ類はもっと厳しい状況

にある。前述の人里草地が減少したのに加え

て、水田や河川敷などで大規模な改修が進み、

外来草本が繁茂するなどして、草地の景観が

ー変したためである。草丈の低い草地が減少

したことで、陽地性のスミレを食草とするオ

オウラギンヒョウモン（写真2)やミヤコグ

写真 1.ギフチョウ

写真 2.オオウラギンヒョウモン

サに依存するシルビアシジミなどのチョウ類

が急速に姿を消し、ススキの茅場が荒廃した

ことでギンイチモンジセセリなども減少して

いる。また、水田まわりの湿地に自生してい

たカワラケツメイを食草とするツマグロキチ

ョウも全国的に衰退した。大阪においても、

最近、伊丹空港周辺での発生が確認されたシ

ルビアシジミを除き、これらの草原性のチョ

ウ類はほぽ壊滅状態である（表3参照）。

里山で減少しているのは日本的な

チョウ類

このように、近年の里山のチョウ類の衰退

は顕著である。前述の約240種の日本の土着

チョウ類のうち、種レベルで絶滅したものは

ないものの、地域ごとにみると事態はきわめ

て深刻で、環境省のレッドリストには62種も

のチョウがあげられている。特に草原性のチ

ョウ類については、このまま放置すると近い

将来、絶滅種が出る可能性すらある。

上記のオオウラギンヒョウモンは大阪では
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表 3日大阪府レッドテータブック（大阪府， 2000)に掲載されているチョウ類。 0は草原性、.は
森林性、△は林縁性。下線を引いた種は日華区系、二重下線の種は日本固有種。固有亜種。

ランク 掲載されているチョウの種名

絶滅種 〇オオウラギンヒョウモン、 Oヒメヒカゲ

絶滅危惧I類 〇ツマグロキチョウ、△クロシジミ、 Oシルビアシジミ

絶滅危惧1I類 〇ギンイチモンジセセリ、△ヘリグロチャバネセセリ、 11111ギフチョウ、△スジボソヤマキチョウ、 IIIIIZ_j___l_

ミドリシジミ、.ビサマツミドリシジミ、 111エゾミドリシジミ、 111ヒロオビミドリシジミ、.ウラクロシジ

ミ、 11ウラナミアカシジミ、●キマダラルリツバメ、●ダイセンシジミ、△キマダラモドキ、△ウラナミジ

ャノメ

準絶滅危惧 △アオバセセリ、△ヒメキマダラセセリ、 11ウラジロミドリシジミ、 111ミドリシジミ、 11111ウラキンシジミ、

△ウラギンスジヒョウモン、△オオウラギンスジヒョウモン、〇ウラギンヒョウモン、△クモガタヒョウモ

ン、△スミナガシ、△ミスジチョウ、.オオムラサキ、 ■クロヒカゲモドキ、 111ヤマキマダラヒカゲ、△ヒ
メキマダラヒカゲ

すでに絶滅種として扱われているが、 ［日本

チョウ類保全協会」によると、日本国内で過

去に記録のある市町村の95%ですでに絶滅し

たとされる。大阪からの記録はないものの、

同様にヒョウモンモドキ、ウスイロヒョウモ

ンモドキ、オオルリシジミといった草原性の

チョウでは、市町村単位の絶滅率はそれぞれ

95%、87%、82%に上るという。日本の草原

性チョウ類の置かれている深刻な状況を物語

る数字といえる。

里山のチョウ類を分布という観点から見る

と、日本固有種あるいは日本固有亜種を含む

東アジアの要素（日華区系）が多いという特

徴がある（表3参照）。例えば、ギフチョウ

は日本固有種であり、オオムラサキやオオウ

ラギンヒョウモン、ウラギンスジヒョウモン、

ギンイチモンジセセリ、ミドリシジミ類など

は日本周辺にしか分布しない温帯性の種であ

る。里山の崩壊は、日本的なチョウ類を危機

に陥れたということができる。

分布を拡大する南方系のチョウ類

里山の種が衰退する一方で、近年、日本国

内で分布を拡大させているチョウもいる。ひ

とつの類型は東南アジアの熱幣から亜熱帯に

分布の中心をもつ南方系チョウ類の北方への

分布拡大である。その状況は、この10年ほど

の間に日本国内のいろいろな地域で確認され

ている（図 2)。

例えば、以前は迷蝶として散発的な記録し

かなかったツマムラサキマダラが、現在では

奄美大島以南の南西諸島に定着した。また、

かつて日本では南西諸島だけが確実な土着地

と考えられていたタテハモドキは、いまや九

朴l全域に広がりつつある。同様に、中国地方

と近畿地方ではイシガケチョウやミカドアゲ

ハ、関東地方ではナガサキアゲハ、ツマグロ

ヒョウモン、ムラサキツバメ、東北地方南部

ではウラギンシジミとムラサキシジミが、そ

れぞれ東方あるいは北方へと分布を広げてい

る。さらに、東北地方南部あたりを分布の北

限としていたクロアゲハ、アオスジアゲハ、

ヤマトシジミが最近、青森県でも見られるよ

うになった。

大阪では、以前は見られなかったナガサキ

アゲハが1980年代から増加し、最近では全域

から記録されるようになった。この南方系の

アゲハチョウは、 1940年代には山口県や愛媛

県以南に分布していたが， 1980年代に大阪へ

の侵入が確認され， 1990年代には近畿地方の

~5~ 



ほぽ全域に定着した。その後、本種は太平洋

岸沿いに急速な分布拡大を示し， 2000年頃ま

でには関東地方南部に侵入。定着した。この

ほか、近畿地方では紀伊半島南部でしか見ら

れなかった南方系のヤクシマルリシジミとサ

ツマシジミが、最近、大阪の南部地域でも記

録されるようになった。

このような南方系チョウ類の分布拡大は、

気候の温暖化によるものと考えられるが、そ

の陰でひそかに進行しているはずの北方系や

温帯系の種の衰退が心配である。また、気候

の温暖化にともなう生息場所の乾燥も懸念さ

れる。例えば、ギフチョウやオオムラサキな

どは越冬期を地表付近の湿度の高い場所で過

ごすが、このように生活史の一部あるいはす

べての段階で乾燥を嫌う種はだいじょうぶだ

ろうか。気候の温暖化も、里山のチョウ類の

衰退要因になると考えられる。

外来種の侵入と分布拡大

分布を拡大しているチョウ類のもうひとつ

の類型は、外来種である。例えば、 1978年ご

ろ東京都内で発見されたホソオチョウは、す

ぐに神奈川、埼玉、山梨などの各県に広がり、

1993年には京都府南部の木津川河川敷でも発

生を始めた。現在では、関東から九州の一部

にまで分布を拡大し、ウマノスズクサを寄主

植物として利用する在来のジャコウアゲハヘ

の影響が懸念されている。大阪でも石川と大

和川の合流点付近で短期間発生したことがあ

り、現在、高槻市の淀川河川敷で継続的に発

生している。このチョウは、何者かによって

韓国あたりから密輸。放蝶されたものと考え

られ、その後の持ち運びと放逐によって日本

国内に広まったと推定される。

同様の事例は、ごく最近、アカボシゴマダ

ラ（写真 3)でも発生した。このチョウは

1998年に神奈川県内で発見され、その後、同

県東部から東京都や埼玉県に急速に分布を広

写真3.アカボシゴマダラ

げた。アカボシゴマダラは、日本でも低美大

島周辺に固有亜種が分布するが、神奈川県で

発見されたものは大陸亜種である。一昨年の

夏、横浜市戸塚区の里山を訪れ、このチョウ

の食樹であるエノキの調査を行ったところ、

多くの木から幼虫が見つかり、成虫も何度か

H撃した。そこにはナガサキアゲハも飛んで

おり、とても横浜の里山とは思えなかった。

この外来アカボシゴマダラの場合、エノキを

寄主植物とする在来種ゴマダラチョウなどへ

の影響や日本固有亜種の分布する奄美大島へ

の侵入が懸念される。

このような「国外外来種」の侵人と同様、

悩ましいのが、「国内外来種間題」とでもい

うべき他個体群の「放蝶」（導人）である。例

えば、神奈川県では石砂山に生息するギフチ

ョウを天然記念物に指定したが、最近、新潟

や富士川流域の個体群の成虫が放たれ、遣伝

的攪乱が生じているという。また、岡山県の

本来ギフチョウのいない里山に他県産の個体

が導入され、発生しているという報告もある。

一方で、長野県安曇野に残されたオオルリ

シジミの個体群は、ボランティアによる終齢

幼虫の野外からの取り込みと翌年の蛹の放逐

で維持されている。また、そこでは近隣に再

生した生息場所への再導入も試みられている。

すなわち、地域レベルで種の絶滅が進行しつ

つある現在、 「放蝶Jという行為を一括して

「悪」と決め付けるわけにもいかない。

チョウ類をめぐる外来種問題でもっとも深

刻なのは、小笠原諸島の外来トカゲと外来樹
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_. 
この10年間の分布限界
の変化

ナガサキアゲハ ツマグロヒョウモン ムラサキッバメ

ツマムラサキマダラ

図 2.近年、日本国内で顕著な分布変化を見せている主なチョウ類

木の増加かもしれない。それらの強い影響を

受けているのはオガサワラシジミで、数百万

匹にも増えたグリーンアノールによる捕食と

ギンネムやアカギなどの侵入・増加による植

生の変化で、この小笠原固有のシジミチョウ

は日本で最も絶滅に近いチョウのひとつにな

ってしまった。

おわりに

2002年に日本政府が策定した「新生物多様

性国家戦略」には、日本の生物多様性の 3つ

の危機として、開発などの人間活動の影響、

里地里山の症廃などの影響、外来生物や化学

物質の影響があげられた。 2007年、政府は国

家戦略の見直しを行ったが、この「第3次戦略」

では、第 4の危機として気候の温暖化による

影響が加えられた。これまで述べてきたよう

に、これらすべての「危機」がチョウ類につ

いても当てはまる。すなわち、チョウ類の生

息の状況は、日本の野生動植物の生物多様性

の状態を反映するものとなっている。

国家戦略には、生物多様性保全のためのさ

まざまな具体的な方針や施策が盛り込まれて

いるが、とくに重要なのは、これ以上絶滅種

を出さないことだろう。そのためには、日本

的な種が多く生息する里山の自然の維持ある

いは再生とネットワーク化が必要である。

最近、ある研究者から「農業との関係を失

った里山は、もはや里山ではない」と指摘さ

れたことがある。もっともな意見である。そ

の意味では、地元の産業を巻き込んだ豊岡の

コウノトリの再導入事業は見習うべきことが

多い。里山の自然を活かすために、いまが多

方面の叡智を結集すべき時であると思う。そ

れは日本的な自然と文化を後世に継承する道

でもある。
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